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昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
八
月
二
十
日

通
化
輸
送
司
令
部
よ
り
連
絡
あ
り
て
、
通
化
駅
よ
り
病
弱

者
、
軍
属
の
家
族
等
は
朝
鮮
平
壌
ま
で
帰
る
こ
と
に
な
っ
た
。

八
月
九
日
よ
り
、
生
死
を
共
に
し
た
連
中
と
お
別
れ
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。（
二
十
四
人
ぐ
ら
い
）

汽
車
に
乗
り
込
ん
だ
者
を
見
送
り
し
た
の
は
午
後
四
時
ご
ろ

だ
っ
た
。
輸
送
指
揮
官
川
崎
大
尉
は
男
泣
き
に
泣
い
て
い
た
。

ま
だ
ま
だ
兵
隊
は
敗
戦
を
正
式
に
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
の
で

懸
命
に
頑
張
っ
て
い
た
。
午
後
四
時
過
ぎ
通
化
駅
を
出
発
し
、

佐
賀
村
開
拓
団
に
向
け
て
夜
行
軍
し
た
。
十
時
ご
ろ
到
着
し

た
。
今
夜
は
露
営
の
た
め
天
幕
を
張
り
、
夕
食
を
自
炊
し
終

わ
っ
た
の
は
午
前
一
時
を
過
ぎ
て
い
た
。

八
月
二
十
一
日

午
前
八
時
、
佐
賀
村
開
拓
団
前
広
場
に
て
部
隊
長
中
村
中
佐

殿
よ
り
、「
八
月
十
五
日
付
、
大
日
本
帝
国
は
、
米
、
英
、
支
、

ソ
四
ヵ
国
に
対
し
無
条
件
降
伏
の
旨
、
天
皇
陛
下
よ
り
の
お
言

葉
あ
り
」
と
発
表
さ
れ
た
。
全
員
涙
の
一
日
を
過
ご
し
、
夢
も

希
望
も
な
く
な
っ
た
。

部
隊
行
動
に
対
し
て
不
思
議
な
点
多
数
あ
り
、
気
が
つ
い
て

い
た
が
、
ま
さ
か
敗
戦
と
は
…
…
？

今
日
は
ニ
ュ
ー
ス
発
表
後
休
養
。
洗
濯
、
入
浴
（
ド
ラ
ム
缶

製
風
呂
釜
）

、
部
隊
手
持
ち
の甘
味
品
、
酒
、
ビ
ー
ル
、
全
部

出
し
て
一
同
会
食
し
た
。
今
夜
も
こ
の
地
点
で
野
営
し
た
。

戦
闘
大
隊
長
＝
進
藤
少
佐
以
下
四
〇
〇
人

部
隊
長
中
村
中
佐
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
少
佐

自
動
車
中
隊
長
　
川
崎
大
尉

小
野
伍
長
以
下
五
〇
人

八
月
二
十
二
日

本
日
は
武
装
解
除
の
準
備
。
兵
器
弾
薬
、
員
数
点
検
（
八
月

十
五
日
大
量
投
棄
し
た
の
で
残
量
の
点
検
）

。

夕
食
後
、
朝
陽
鎮
に
移
動
の
た
め
当
地
を
出
発
す
る
も
、
途

中
大
雨
の
た
め
増
水
し
て
道
路
不
通
と
な
り
、
ま
た
開
拓
団
に



引
き
返
す
。
大
雨
と
夜
の
た
め
、
真
っ
暗
の
中
で
非
常
に
苦
労

し
た
。
天
幕
を
張
り
床
に
つ
い
た
の
は
零
時
を
は
る
か
に
過
ぎ

て
い
た
。（
天
幕
野
営
）

八
月
二
十
三
日

本
日
早
朝
、
再
び
佐
賀
村
を
出
発
、
朝
陽
鎮
に
向
か
っ
た
。

到
着
は
正
午
ご
ろ
で
あ
っ
た
。
日
本
人
国
民
学
校
に
宿
営
す
る

こ
と
が
決
ま
っ
た
。

本
日
午
後
、
ソ
連
軍
の
軍
使
が
白
旗
を
高
く
立
て
て
朝
陽
鎮

に
来
た
。
そ
こ
で
軍
使
に
対
し
て
日
本
軍
（
我
軍
）
は
武
装
解

除
し
、
自
動
車
、
兵
器
、
被
服
、
人
員
数
量
及
び
帳
簿
等
、
一

切
ソ
連
軍
に
引
き
継
い
だ
の
は
午
後
三
時
過
ぎ
で
あ
っ
た
。
自

動
車
の
引
き
渡
し
は
後
日
と
な
っ
た
。

日
本
軍
人
と
し
て
二
十
一
日
の
無
条
件
降
伏
、
本
日
の
武
装

解
除
、
泣
い
て
も
涙
も
出
な
い
心
境
だ
。
日
本
国
民
、
軍
人
共

に
史
上
最
悪
の
不
名
誉
で
あ
る
。
一
生
涯
を
通
じ
て
忘
れ
る
こ

と
の
で
き
な
い
今
日
の
姿
。
あ
あ
残
念
、
残
念
。

八
月
二
十
四
日

別
命
あ
る
ま
で
朝
陽
鎮
（
現
在
地
）
に
て
宿
営
す
る
と
言
っ

て
い
た
が
、
ま
た
海
龍
に
移
転
と
の
こ
と
で
、
今
ま
で
ど
お
り

自
動
車
に
て
出
発
し
海
龍
に
向
か
っ
た
。

朝
陽
鎮
、
海
龍
は
中
都
市
で
、
日
本
人
も
多
数
い
た
様
子
で

あ
っ
た
。

八
月
二
十
五
日

自
動
車
で
梅
江
口
駅
前
貨
物
廠
へ
食
糧
受
領
に
行
く
。
驚
い

た
。
貨
物
廠
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
品
物
を
保
管
す
る
場
所
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
我
軍
の
被
服
、
編
上
靴
、
燃
料
、
毛
布
、

そ
の
他
、
山
の
如
く
積
み
上
げ
て
焼
却
中
。
実
に
見
る
か
ら
に

涙
が
溢
れ
て
く
る
。

あ
の
山
、
こ
の
山
、
何
ヵ
所
も
火
の
海
と
化
し
て
、
敗
戦
の

み
じ
め
さ
を
身
を
も
っ
て
味
わ
っ
て
来
た
。
こ
の
目
で
見
つ
め

た
。日

ご
ろ
は
節
約
、
節
約
と
兵
隊
に
厳
し
く
言
っ
て
き
た
の

に
、
こ
こ
で
は
、
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
火
を
つ
け
て
灰
に
す
る

と
は
、
残
念
、
残
念
。

見
渡
す
限
り
、
単
葉
二
人
乗
り
飛
行
機
が
縦
横
一
真
線
に
並

び
、
我
が
軍
の
赤
と
ん
ぼ
部
隊
の
跡
が
整
然
と
残
っ
て
い
た
。

一
見
し
て
五
百
機
く
ら
い
あ
る
と
思
う
が
、
み
な
火
を
つ
け
て

灰
に
し
て
い
た
。
日
本
魂
も
こ
れ
で
ご
破
算
だ
と
思
っ
た
。
実



に
口
や
言
葉
に
表
す
こ
と
の
で
き
な
い
現
況
。

八
月
二
十
六
日

前
日
に
続
い
て
、
本
日
は
朝
か
ら
自
動
車
で
貨
物
廠
に
行
き

遊
び
回
る
こ
と
一
日
じ
ゅ
う
。
こ
の
日
、
私
は
重
大
決
意
を
し

た
。
そ
れ
は
、
敗
戦
、
降
伏
、
武
装
解
除
、
次
は
内
地
に
無
事

帰
る
こ
と
の
準
備
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。

夕
方
ご
ろ
よ
り
脱
走
の
た
め
の
身
の
回
り
品
、
自
動
車
、
燃

料
、
食
糧
、
毛
布
等
、
指
揮
官
車
に
積
み
込
む
。
当
分
野
宿
覚

悟
の
準
備
完
了
を
し
た
。

貨
物
廠
よ
り
部
隊
へ
帰
っ
て
み
る
と
「
午
後
六
時
、
ソ
連
軍

命
令
第
一
号
、
関
東
軍
将
兵
は
明
朝
午
前
八
時
、
吉
林
駅
前
広

場
に
集
結
す
べ
し
」
と
。
命
令
に
よ
る
ソ
連
行
、
準
備
の
た
め

目
が
回
る
ほ
ど
の
多
忙
さ
だ
っ
た
。

三
度
目
の
シ
ョ
ッ
ク
、
い
て
も
立
っ
て
も
い
ら
れ
な
い
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
。
兵
隊
皆
が
、
涙
な
が
ら
に
死
の
旅
の
準
備
完

了
を
し
た
の
は
午
後
十
一
時
過
ぎ
だ
っ
た
。
死
刑
宣
告
と
同
じ

で
、
床
に
つ
い
て
も
寝
る
者
は
い
な
か
っ
た
。

八
月
二
十
七
日

午
前
六
時
、
自
動
車
で
海
龍
出
発
、
吉
林
駅
前
に
は
八
時

着
。ソ

連
軍
は
待
ち
か
ね
て
い
た
よ
う
に
、
自
動
車
も
ろ
と
も
我

等
を
汽
車
（
無
蓋
車
）
に
乗
り
込
ま
せ
た
。

や
が
て
、
ど
こ
へ
と
も
な
く
列
車
は
動
き
出
し
た
。
ど
う
す

る
こ
と
も
で
き
な
い
。
捕
虜
の
身
で
、
た
だ
ソ
連
軍
の
な
す
が

ま
ま
に
身
を
任
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
残
念
だ
っ
た
。

そ
の
う
ち
十
時
間
が
過
ぎ
、
二
十
時
間
が
過
ぎ
、
広
い
広
い

原
野
、
見
渡
す
限
り
続
く
山
一
つ
な
い
野
原
だ
け
。
列
車
内
で

は
、
と
き
ど
き
配
ら
れ
る
パ
ン
食
、
手
持
ち
の
食
糧
等
食
べ
尽

く
し
て
し
ま
っ
て
、
夜
と
な
く
昼
と
な
く
車
内
で
寝
転
ん
で
時

を
か
せ
ぎ
、
四
日
く
ら
い
車
中
に
い
た
と
思
う
。

山
越
え
、
野
越
え
、
異
国
の
地
に
我
が
身
を
移
動
す
る
こ
と

の
精
神
的
な
苦
痛
は
何
と
も
例
え
よ
う
が
な
い
「
ヤ
ケ
ッ
パ
チ

の
心
境
」
だ
。

長
い
長
い
ソ
連
行
、
死
の
旅
だ
っ
た
。
私
は
こ
の
間
も
脱
走

の
企
て
を
頭
か
ら
離
さ
ず
、
実
行
の
チ
ャ
ン
ス
を
う
か
が
っ
た

が
、
な
か
な
か
チ
ャ
ン
ス
が
な
い
ま
ま
目
的
地
に
着
い
て
し

ま
っ
た
。
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
区
だ
と
思
う
。
午
後
八
時
ご
ろ
下

車
命
令
、
宿
舎
準
備
が
始
ま
っ
た
。
戦
友
達
は
指
示
に
従
っ
て



食
事
の
準
備
、
天
幕
露
営
と
大
混
乱
。
す
べ
て
が
初
め
て
の
ソ

連
の
地
で
あ
る
。
周
囲
も
真
っ
暗
で
あ
っ
た
。

八
月
三
十
日

真
夜
中
、
不
気
味
な
空
気
が
身
を
切
る
よ
う
に
感
じ
た
。
誠

に
感
無
量
で
あ
る
。
決
心
に
決
心
を
固
め
て
無
言
の
う
ち
に

「
戦
友
よ
、
さ
ら
ば
。
元
気
で
や
れ
よ
」
と
心
に
念
じ
て
脱
走

に
踏
み
切
っ
た
。
時
刻
は
八
月
三
十
日
の
真
夜
中
。
乗
り
な
れ

た
愛
車
は
一
路
鉄
路
に
沿
っ
て
走
り
始
め
た
。
目
指
す
は
釜

山
。
経
路
は
、
〇
〇
地
点
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
、
イ
マ
ン
、
虎
林
経

由
、
牡
丹
江
、
ハ
ル
ビ
ン
、
新
京
（
長
春
）

、
朝
陽
鎮
、
通
化
、

京
城
（
ソ
ウ
ル
）

、
釜
山
で
あ
っ
た
。

こ
の
経
路
は
、
日
ご
ろ
の
部
隊
用
務
中
も
、
地
図
と
磁
石
を

身
に
つ
け
て
単
独
走
行
の
訓
練
を
心
掛
け
、
い
わ
ゆ
る
通
り
な

れ
た
道
路
で
走
行
に
自
信
が
あ
っ
た
。
予
定
通
り
約
六
十
時
間

く
ら
い
、
夜
と
な
く
昼
と
な
く
、
所
か
ま
わ
ず
走
り
続
け
て
南

満
通
化
街
に
夕
方
到
着
し
た
。
こ
の
間
、
襲
撃
、
暴
行
等
再
三

出
遭
っ
た
が
、
捨
て
身
で
強
行
突
破
し
た
。
ま
る
で
夢
の
よ
う

だ
。
人
間
業
で
な
い
と
思
う
。
常
に
古
里
の
氏
神
様
、
弘
法
大

師
、
般
若
心
経
等
心
の
奥
で
唱
え
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い

る
。
あ
り
が
た
い
も
の
だ
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
も
の
だ
。

脱
走
用
車
は
ニ
ッ
サ
ン
１
８
０
型
、
指
揮
官
車
、
積
み
込
み

荷
物
は
ガ
ソ
リ
ン
三
ド
ラ
ム
、
モ
ー
ビ
ル
油
一
ド
ラ
ム
、
食
糧

米
四
〇
キ
ロ
を
三
〇
カ
マ
ス
、
副
食
品
二
丁
、
毛
布
百
枚
、
被

服
多
数
。
こ
れ
は
、
途
中
で
山
ご
も
り
し
て
も
一
年
ぐ
ら
い
生

活
で
き
る
た
め
の
準
備
で
あ
っ
た
。

今
夜
（
九
月
二
日
）
は
通
化
の
町
で
一
泊
す
る
こ
と
に
し
た

の
は
、
こ
の
地
方
の
状
態
を
見
る
た
め
と
朝
鮮
に
渡
る
準
備
の

た
め
、
あ
る
日
本
人
経
営
の
自
動
車
会
社
に
車
を
乗
り
入
れ

た
。
看
板
は
佐
藤
洋
行
自
動
車
株
式
会
社
と
あ
っ
た
。
社
長
は

四
国
徳
島
県
出
身
で
あ
っ
て
、
ト
ラ
ッ
ク
営
業
と
バ
ス
営
業
を

経
営
し
、
そ
の
夜
、
私
が
奥
さ
ん
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
お
話
を
伺

い
、
大
変
ご
ち
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
社
長
及
び
日
本
人
運
転

者
は
終
戦
と
同
時
に
ソ
連
に
連
行
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
あ

と
は
満
人
系
及
び
朝
鮮
系
運
転
者
が
車
を
全
部
持
ち
帰
っ
て
営

業
は
全
部
停
止
し
て
し
ま
っ
た
と
の
こ
と
。

奥
さ
ん
か
ら
、
日
本
に
連
れ
て
帰
っ
て
く
れ
る
よ
う
頼
ま
れ

た
。
し
か
し
、
我
が
身
の
安
全
さ
え
見
通
し
が
つ
い
て
い
な
い

の
で
、
返
事
は
で
き
な
か
っ
た
。
誠
に
身
を
切
ら
れ
る
思
い
が



し
た
。

屋
外
の
様
子
は
異
常
に
悪
か
っ
た
。
ソ
連
の
戦
車
が
夜
通
し

通
り
、
満
人
系
自
警
団
等
が
往
来
し
て
、
日
本
人
多
数
が
殺
さ

れ
た
と
の
こ
と
、
す
で
に
通
化
の
町
も
無
法
地
帯
で
あ
っ
た
。

九
月
三
日

佐
藤
洋
行
で
周
辺
の
ニ
ュ
ー
ス
を
取
材
し
た
。

１
　
通
化
の
工
兵
隊
の
隊
長
が
敗
戦
の
責
任
を
と
っ
て
自
決

し
た
と
の
こ
と
。

２
　
小
学
校
の
校
長
先
生
が
現
地
人
に
割
木
で
殴
り
殺
さ
れ

た
と
の
こ
と
。

３
　
日
本
女
性
は
集
団
で
夕
方
に
な
る
と
山
中
に
逃
げ
込
ん

で
、
山
で
野
宿
す
る
。
夕
食
後
、
ソ
連
の
兵
隊
が
女
性
を

集
め
に
来
る
か
ら
だ
。
こ
の
と
き
、
乳
児
は
ソ
連
の
兵
隊

が
取
り
上
げ
て
土
間
に
投
げ
つ
け
る
。

４
　
若
い
女
性
が
髪
を
五
分
刈
り
に
し
て
男
装
し
て
い
る
。

５
　
略
奪
、
暴
行
、
虐
殺
等
で
家
に
は
い
ら
れ
な
い
た
め
、

日
本
人
は
国
民
学
校
、
お
寺
、
公
民
館
等
で
集
団
生
活
し

て
い
る
。

６
　
盛
夏
の
候
、
飲
ま
ず
食
わ
ず
、
疲
れ
果
て
た
母
親
が
発

狂
し
て
我
が
子
を
殺
し
、
父
親
が
首
を
吊
る
よ
う
な
話
が

珍
し
く
な
か
っ
た
。

７
　
日
本
人
は
妻
子
と
生
き
別
れ
、
兄
弟
別
々
の
生
活
が
こ

の
日
か
ら
始
ま
っ
た
。

８
　
新
京
の
避
難
民
収
容
所
で
は
、
チ
フ
ス
の
た
め
に
千
二

百
人
く
ら
い
が
死
亡
し
た
と
の
こ
と
。

敗
戦
の
た
め
満
州
だ
け
で
百
二
十
万
人
と
い
わ
れ
た
人
が
、

ひ
と
し
く
生
か
死
か
を
さ
ま
よ
っ
た
姿
を
、
口
や
言
葉
に
表
し

切
れ
な
い
現
状
を
私
は
こ
の
目
で
見
た
。
満
州
と
朝
鮮
の
国
境

鴨
緑
江
岸
に
ソ
連
兵
が
多
数
集
結
し
て
い
る
ら
し
い
の
で
、
私

は
愛
車
を
佐
藤
洋
行
に
置
き
去
り
に
し
て
徒
歩
を
決
意
し
た
。

鴨
緑
江
に
は
鉄
道
橋
、
国
道
橋
、
渡
し
舟
等
交
通
を
確
認
し

た
が
、
い
ず
れ
も
日
本
人
が
通
れ
な
い
。

九
月
四
日

二
泊
と
も
大
歓
待
を
受
け
た
。
本
朝
出
発
の
予
定
な
る
も
、

奥
さ
ん
に
泣
き
つ
か
れ
て
助
け
て
く
れ
と
言
わ
れ
る
の
で
全
く

思
案
し
た
。
そ
の
と
き
、
ト
ラ
ン
ク
二
個
の
お
金
を
出
し
て
き

た
。
一
個
あ
げ
る
か
ら
日
本
へ
連
れ
て
帰
っ
て
く
れ
と
言
う
。

私
も
本
当
に
気
の
毒
に
思
う
が
、
さ
て
我
が
身
自
身
の
危
険
を



感
じ
て
一
刻
も
早
く
佐
藤
家
か
ら
離
れ
た
か
っ
た
。
大
変
お
世

話
に
な
っ
た
が
、
単
独
で
出
発
に
踏
み
切
っ
た
。
午
後
の
こ
と

だ
っ
た
。
飛
行
場
の
横
道
を
山
へ
山
へ
と
幾
山
河
の
旅
に
出

た
。命

が
け
で
南
下
し
真
っ
暗
闇
の
道
を
朝
鮮
方
面
へ
と
、
山
越

え
野
越
え
悪
戦
苦
闘
二
十
時
間
く
ら
い
歩
き
続
け
、
敗
戦
の
将

兵
何
も
語
ら
ず
、
こ
の
哀
れ
な
姿
を
誰
に
伝
え
よ
う
、
見
せ
よ

う
、
聞
か
せ
よ
う
。
生
米
を
手
に
噛
み
な
が
ら
、
休
む
こ
と
な

く
歩
き
続
け
る
。
二
晩
目
、
三
～
四
時
間
大
き
な
松
の
木
の
下

で
野
宿
し
、
ま
た
歩
く
。
馬
力
を
出
し
て
駆
け
足
す
る
も
山
ま

た
山
、
四
方
見
渡
し
て
も
光
一
つ
見
え
な
い
山
奥
、
食
わ
ず
飲

ま
ず
南
下
、
約
十
里
く
ら
い
、
野
宿
し
ま
た
歩
く
。

九
月
六
日

夜
と
な
く
昼
と
な
く
、
た
だ
歩
け
歩
け
、
ひ
た
す
ら
目
的
地

釜
山
に
向
か
っ
て
、
飲
ま
ず
食
わ
ず
に
歩
く
姿
の
い
じ
ら
し

さ
？
…
…
。

山
ふ
も
と
に
見
え
た
小
さ
な
畑
に
ト
ウ
キ
ビ
が
あ
り
、
こ
れ

を
も
ぎ
取
り
生
の
ま
ま
か
ん
だ
味
は
一
生
忘
れ
る
こ
と
の
で
き

な
い
味
が
し
た
。

夕
方
、
あ
る
部
落
が
見
え
た
。
そ
れ
は
明
石
部
落
と
わ
か
っ

た
。
日
本
人
経
営
の
紡
績
会
社
が
あ
っ
た
が
廃
業
の
様
子
。
こ

の
部
落
で
朝
系
保
安
隊
員
三
人
に
出
会
う
。「
こ
ら
イ
ゴ
サ
ル

ミ
ン
、
日
本
人
、
お
前
は
兵
隊
だ
ろ
う
、
日
本
へ
帰
る
こ
と
は

で
き
な
い
ぞ
」
と
お
ど
さ
れ
て
、「
金
を
出
さ
ぬ
と
殺
す
」
と

言
う
の
で
、
十
円
札
五
枚
出
し
て
命
だ
け
助
け
て
も
ら
っ
た
。

怖
く
て
、
ま
た
山
中
に
飛
び
込
ん
で
野
宿
す
る
こ
と
に
し

た
。
日
本
へ
帰
る
の
は
い
つ
の
日
や
ら
、
せ
め
て
満
朝
国
境
ま

で
も
と
が
ん
ば
る
敗
戦
兵
士
。
あ
あ
残
念
、
残
念
。

九
月
七
日

一
眠
り
し
た
ら
、
寒
さ
と
す
き
腹
で
後
は
眠
れ
な
い
。
ま
だ

暗
か
っ
た
。
朝
、
谷
間
に
行
き
、
水
な
ど
一
杯
飲
ん
で
歩
き
始

め
た
。
と
こ
ろ
が
足
が
痛
く
て
…
…
足
全
体
が
水
ば
れ
し
て
い

た
。
で
も
歩
く
以
外
に
仕
方
が
な
い
。
ど
う
し
て
も
日
本
へ
帰

り
た
い
。
こ
こ
で
死
ん
だ
ら
本
当
の
犬
死
に
だ
。
頑
張
っ
て
、

頑
張
っ
て
と
心
に
む
ち
打
っ
て
一
里
ほ
ど
歩
い
た
が
、
足
が
し

び
れ
て
し
ま
い
、
ま
る
で
他
人
の
足
の
よ
う
だ
。
今
日
は
約
五

里
く
ら
い
歩
い
て
野
宿
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
こ
は
南
満
州
山

脈
の
連
山
が
重
な
る
よ
う
に
奥
深
い
山
岳
地
帯
、
見
渡
す
限
り



の
森
林
で
あ
っ
た
。

九
月
八
日

野
宿
か
ら
覚
め
る
と
服
の
外
面
が
霜
で
ぬ
れ
て
い
た
。
身
肌

は
汗
と
汚
れ
で
寒
気
が
す
る
。
少
し
歩
い
て
街
道
に
出
た
。

ち
ょ
う
ど
通
り
か
か
っ
た
満
人
系
の
馬
車
（
マ
ー
チ
ョ
）
に

乗
り
込
ん
だ
。
馬
車
に
乗
っ
て
十
五
里
く
ら
い
走
り
四
十
円
支

払
い
、
国
境
の
町
鴨
緑
江
岸
の
興
亜
の
町
に
到
着
し
た
の
は
午

後
六
時
ご
ろ
で
あ
っ
た
。
人
口
も
相
当
あ
る
よ
う
に
感
じ
た
。

町
の
光
が
美
し
く
見
え
た
。
第
一
の
目
的
地
に
来
た
と
勇
気
が

出
て
、
食
事
を
買
い
求
め
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
た
。
だ
が
、
ビ
ク

ビ
ク
し
な
が
ら
食
事
し
た
の
で
味
な
ど
わ
か
ら
ず
、
た
だ
満
腹

感
だ
け
が
取
り
柄
で
あ
っ
た
。

い
よ
い
よ
目
的
の
川
を
越
す
た
め
に
興
亜
の
部
落
を
南
北
に

往
来
し
て
調
べ
上
げ
た
。

渡
し
舟
が
あ
る
け
れ
ど
も
乗
る
気
が
し
な
か
っ
た
の
は
、
保

安
隊
に
見
つ
か
っ
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
思
っ
た
か
ら

だ
。
し
か
し
他
に
方
法
は
な
か
っ
た
。
ま
さ
か
橋
を
渡
る
気
に

も
な
れ
ず
、
午
後
九
時
過
ぎ
、
ひ
と
ま
ず
鴨
緑
江
川
岸
の
高
粱

畑
で
野
宿
す
る
こ
と
に
決
め
て
、
明
朝
、
川
を
渡
る
こ
と
に
し

た
。現

在
地
は
満
州
・
朝
鮮
国
境
鴨
緑
江
北
川
岸
で
す
。

九
月
九
日

早
朝
少
し
明
る
く
な
る
五
時
ご
ろ
、
鴨
緑
江
に
命
が
け
で
飛

び
込
ん
で
泳
い
だ
。
川
幅
が
百
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
あ
っ
た
。
水

は
川
幅
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
。
二
十
分
く
ら
い
泳
い
で
向
こ
う
岸

に
着
い
た
。「
こ
こ
は
朝
鮮
だ
」
と
一
人
で
叫
ん
だ
。
思
わ
ず

声
が
出
た
。

早
朝
な
の
で
、
寒
く
て
全
身
に
ガ
タ
ガ
タ
震
え
が
し
て
服
が

着
ら
れ
な
か
っ
た
。
服
も
ず
ぶ
ぬ
れ
だ
っ
た
。
無
理
に
服
を
着

て
走
り
出
し
た
。

午
前
十
時
ご
ろ
、
朝
鮮
満
浦
鎮
と
い
う
町
で
金
銭
交
換
を
し

な
け
れ
ば
と
、
満
州
銭
と
の
交
換
を
朝
鮮
人
に
依
頼
し
た
。
手

数
料
と
し
て
二
割
天
引
き
さ
れ
て
、
小
銭
で
四
百
円
く
ら
い
手

に
し
て
南
朝
鮮
に
向
か
っ
た
。
す
る
と
、
珍
し
く
も
マ
ク
ワ
ウ

リ
を
売
っ
て
い
た
の
で
こ
れ
を
買
っ
て
か
じ
り
な
が
ら
歩
く
。

途
中
、
ト
ラ
ッ
ク
に
便
乗
し
た
。
一
時
間
く
ら
い
走
る
と
朝
鮮

自
警
団
に
差
し
出
さ
れ
た
。
ソ
連
軍
に
引
き
渡
す
と
言
っ
て
お

ど
か
さ
れ
て
、
罰
金
と
し
て
十
円
札
一
枚
差
し
出
し
て
お
断
り



申
し
上
げ
て
、
や
っ
と
通
り
抜
け
た
。

江
界
約
一
里
く
ら
い
の
地
点
で
農
家
の
一
軒
家
に
宿
泊
す
る

こ
と
に
し
た
。
ト
ウ
キ
ビ
飯
を
腹
い
っ
ぱ
い
ご
ち
そ
う
し
て
く

れ
た
。
悪
い
人
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
本
当
に
親
切
に
し
て

く
れ
て
あ
り
が
た
か
っ
た
。
家
族
四
人
暮
ら
し
の
家
で
あ
っ

た
。

九
月
十
日

話
に
よ
る
と
、
ソ
連
軍
が
約
一
万
五
千
人
ほ
ど
江
界
を
占
領

し
て
い
る
と
の
こ
と
。
朝
七
時
ご
ろ
出
発
。
江
界
周
辺
を
大
回

り
し
て
山
越
え
に
大
き
な
川
を
渡
っ
た
。
ソ
連
兵
に
二
、
三
度

出
遭
っ
て
冷
感
を
味
わ
っ
た
。
夜
間
、
山
路
を
南
下
す
る
。
道

に
迷
っ
て
元
山
方
面
に
五
里
歩
い
て
気
が
つ
き
、
ま
た
こ
の
道

を
引
き
返
す
。
こ
の
時
、
疲
労
と
足
の
痛
み
で
、
死
ん
だ
方
が

ま
し
か
と
思
っ
た
こ
と
が
何
度
も
あ
っ
た
。
全
く
死
に
も
の
ぐ

る
い
と
は
こ
の
こ
と
か
。

し
か
し
、
体
に
ム
チ
打
っ
て
ま
た
歩
く
苦
難
苦
闘
で
あ
る
。

今
夜
は
北
朝
鮮
山
脈
中
腹
で
石
枕
で
寝
た
。

九
月
十
一
日

相
も
変
わ
ら
ず
山
脈
の
中
を
歩
く
、
意
外
に
何
も
な
い
。
目

指
す
は
日
本
へ
日
本
へ
と
、
唯
一
人
の
父
親
を
思
い
出
し
力
づ

け
、
自
分
に
勇
気
を
つ
け
て
歩
き
続
け
る
毎
日
。
幾
千
里
、
幾

山
河
の
旅
路
、
果
て
な
し
の
旅
。
夜
と
な
く
昼
と
な
く
、
山
の

中
腹
に
、
子
供
が
死
ん
で
松
の
木
に
縛
り
つ
け
ら
れ
て
い
る
の

を
幾
度
も
見
た
。
引
き
揚
げ
途
中
、
飢
え
で
死
ん
だ
子
供
だ
ろ

う
。
食
物
一
つ
な
い
山
の
中
、
子
供
が
死
ぬ
の
は
当
然
の
こ

と
。
深
い
谷
間
で
は
、
日
本
人
ら
し
き
死
体
等
も
あ
っ
た
。
こ

の
目
で
見
た
。
空
腹
と
疲
労
、
一
度
寝
て
覚
め
た
ら
、
後
は
寒

さ
と
飢
え
で
眠
れ
な
い
。
野
宿
の
悲
劇
の
繰
り
返
し
、
こ
れ
が

本
当
の
地
獄
と
い
う
も
の
か
。

九
月
十
二
日

今
日
も
早
朝
よ
り
南
朝
へ
南
朝
へ
と
歩
く
、
足
の
痛
み
も
忘

れ
て
一
生
懸
命
。
夕
方
七
時
ご
ろ
、
別
加
里
部
落
に
到
着
す

る
。一

軒
の
大
き
な
材
木
店
を
訪
ね
て
み
る
と
、
日
本
人
経
営
の

三
木
材
木
店
で
あ
っ
た
。
出
身
地
は
新
潟
県
の
人
で
あ
っ
た
。

当
家
に
一
泊
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
と
な
っ
た
。
白
い
飯
を
腹

い
っ
ぱ
い
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
美
し
く
柔
ら
か
い
ふ

と
ん
の
中
で
久
し
ぶ
り
に
寝
る
あ
り
が
た
さ
、
本
当
に
好
意
に



あ
ず
か
っ
て
腹
の
底
か
ら
嬉
し
か
っ
た
。

九
月
十
三
日

疲
れ
で
よ
く
寝
た
た
め
、
朝
十
時
に
出
発
し
た
。

し
ば
ら
く
歩
く
と
、
同
じ
別
加
里
部
落
で
ま
た
日
本
人
ら
し

い
住
宅
を
見
つ
け
た
の
で
訪
ね
て
み
た
。
こ
の
家
の
主
人
は
請

負
人
で
、
三
重
県
出
身
、
親
子
三
人
暮
ら
し
、
来
朝
四
十
年
の

歴
史
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
。
足
が
痛
い
の
と
体
も
だ
る
い
の

で
、
昼
過
ぎ
の
ま
だ
日
が
高
い
時
刻
で
あ
る
が
、
余
り
の
親
切

に
甘
え
て
一
泊
す
る
こ
と
に
し
た
。
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。

九
月
十
四
日

朝
七
時
ご
ろ
、
別
加
里
を
出
発
。
午
前
中
四
里
く
ら
い
歩
い

て
、
昼
食
の
た
め
に
日
本
風
の
家
に
立
ち
寄
り
、
早
速
ご
ち
そ

う
に
な
っ
た
。
こ
の
家
は
刑
事
の
宅
で
あ
っ
た
。
ご
主
人
は
、

終
戦
と
同
時
に
鮮
人
多
数
に
割
木
で
殴
り
殺
し
に
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
、
奥
様
始
め
家
人
は
戦
々
恐
々
と
し
て
い
た
。
日
本

人
は
満
州
、
朝
鮮
で
は
学
校
の
校
長
、
村
長
、
警
察
、
郵
便
局

長
な
ど
の
要
職
に
つ
い
て
い
た
の
で
、
停
戦
に
な
っ
て
か
ら
鮮

人
が
集
ま
っ
て
校
長
先
生
を
割
木
で
殴
り
殺
し
た
話
も
広
が
っ

て
い
る
と
、
奥
さ
ん
が
涙
な
が
ら
に
語
っ
て
い
た
。
お
話
を
聞

く
と
お
気
の
毒
で
、
い
て
も
立
っ
て
も
い
ら
れ
な
い
気
が
し

た
。
一
泊
し
て
く
れ
と
言
わ
れ
る
の
を
振
り
切
っ
て
歩
く
こ
と

に
し
た
。

こ
ん
な
話
を
聞
く
と
、
精
も
根
も
尽
き
果
て
な
が
ら
、
ま
た

日
本
を
思
い
出
し
て
勇
気
を
振
る
い
起
こ
し
、
痛
む
足
を
引
き

ず
り
な
が
ら
次
の
部
落
で
朝
鮮
系
の
旅
館
に
一
泊
し
た
。

九
月
十
五
日

朝
七
時
ご
ろ
出
発
、
再
び
南
鮮
へ
南
鮮
へ
と
勇
気
を
出
し
て

懸
命
に
歩
い
た
。
命
の
続
く
限
り
馬
力
を
出
し
て
…
…
。

夕
方
、
前
川
に
到
着
し
た
。
日
本
人
系
の
材
木
店
が
あ
っ
た

の
で
立
ち
寄
っ
た
。
な
ん
と
、
こ
の
材
木
屋
が
愛
■
県
越
智
郡

出
身
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
で
同
県
人
と
出
会
う
な
ん
て
、
神
の

引
き
合
わ
せ
か
と
思
っ
た
。
ま
た
親
に
出
会
っ
た
気
も
し
た
。

本
当
に
心
か
ら
嬉
し
か
っ
た
。
白
い
夕
飯
を
腹
い
っ
ぱ
い
ご
ち

そ
う
に
な
っ
た
。
食
事
の
後
で
私
の
語
る
身
の
上
話
、
ま
た
当

家
の
話
も
続
く
中
で
、
楽
し
い
一
夜
を
明
か
し
た
。

九
月
十
六
日

早
朝
、
前
川
出
発
、
起
川
に
向
か
う
。
夕
方
ま
で
馬
力
を
出



し
て
歩
い
た
揚
げ
句
、
北
鮮
系
自
警
団
に
て
引
揚
者
証
明
書
を

つ
く
り
汽
車
に
乗
車
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
と
き
、
金
を

二
十
円
支
払
う
。
午
後
八
時
ご
ろ
、
起
川
到
着
（
終
着
駅
）

。

駅
裏
の
鮮
系
の
民
家
に
一
泊
の
話
し
合
い
が
で
き
た
。
門
造

り
の
立
派
な
旧
家
で
あ
っ
た
。
こ
の
家
は
年
寄
り
は
日
本
語
を

知
ら
ず
、
子
供
が
日
本
語
を
話
せ
る
の
で
子
供
の
通
訳
で
話
し

合
い
を
し
た
。
な
か
な
か
親
切
に
し
て
く
れ
て
、
あ
り
が
た
く

思
っ
た
。
子
供
が
日
本
の
京
都
に
留
学
生
と
し
て
い
た
こ
と
が

あ
る
と
言
っ
て
い
た
（
十
七
、
十
八
歳
く
ら
い
の
女
の
子
）

。

九
月
十
七
日

午
前
八
時
ご
ろ
、
証
明
書
を
起
川
駅
に
見
せ
貨
車
に
乗
車
し

た
。
汽
車
は
南
鮮
へ
南
鮮
へ
と
走
り
、
介
川
、
順
川
経
由
、
午

後
十
時
ご
ろ
平
壌
駅
に
到
着
し
た
。
鮮
人
と
と
も
に
貨
車
内
で

一
夜
を
明
か
し
た
。

九
月
十
八
日

朝
に
な
っ
て
み
る
と
驚
く
な
か
れ
、
駅
も
ホ
ー
ム
も
町
も
ソ

連
兵
が
い
っ
ぱ
い
溢
れ
る
ば
か
り
。
ち
ょ
っ
と
見
た
だ
け
で
も

三
、
四
百
人
く
ら
い
い
た
。
鮮
人
に
変
装
し
て
い
た
の
で
？

…
…
、
女
は
男
装
に
な
っ
て
い
る
の
が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。

現
在
地
点
は
平
壌
駅
構
内
。

午
前
十
時
ご
ろ
、
汽
車
は
南
鮮
に
向
け
て
出
発
し
た
。
沙
里

院
経
由
、
新
幕
に
て
列
車
内
で
北
鮮
系
警
乗
員
に
尋
問
さ
れ
て

日
本
軍
人
と
見
破
ら
れ
た
ら
、
ビ
ン
タ
取
ら
れ
汽
車
か
ら
突
き

落
と
さ
れ
た
。
平
身
低
頭
何
も
語
ら
ず
南
川
方
面
に
向
か
っ
て

歩
き
始
め
た
。
汽
車
に
乗
っ
た
の
は
夢
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

再
び
南
川
駅
よ
り
汽
車
に
乗
車
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
夕

方
、
金
邸
駅
に
着
い
た
。
こ
こ
は
終
点
と
わ
か
っ
た
（
三
十
八

度
線
）

。

金
邱
と
は
北
朝
鮮
（
ソ
連
領
）

、
開
城
と
は
南
朝
鮮（
米

領
）

。
金
邱
は
ソ
連
軍
の
警
備
が
一
層
厳
重
で
あ
っ
た
。

同
志
の
顔
が
見
え
ぬ
く
ら
い
暗
か
っ
た
。
そ
れ
を
利
用
し
て

南
鮮
人
に
変
装
し
て
開
城
に
向
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
途
中
、
北

鮮
系
自
警
団
が
多
数
出
て
き
て
、
被
服
、
金
銭
、
時
計
等
身
の

回
り
品
全
部
、
略
奪
さ
れ
た
。
再
三
出
て
き
た
の
で
非
常
に

困
っ
た
が
、
後
に
は
取
る
物
も
な
い
の
で
ビ
ン
タ
ま
で
取
ら
れ

た
。
忍
び
が
た
き
を
忍
び
、
耐
え
が
た
き
を
耐
え
…
…
。
生
き

る
気
色
は
し
な
か
っ
た
。
で
も
、
最
後
の
関
所
ら
し
く
感
じ

た
。
北
鮮
の
山
岳
地
帯
は
日
本
人
の
乞
食
の
行
列
が
続
く
中



で
、
子
供
と
弱
者
は
餓
死
す
る
。
ま
る
で
日
本
人
の
消
耗
の
地

で
あ
っ
た
。

九
月
十
九
日

三
十
八
度
線
を
夜
通
し
歩
い
て
早
朝
、
開
城
に
到
着
し
た
。

開
城
に
は
米
軍
の
国
旗
を
立
て
て
い
た
。
米
軍
の
歩
■
線
を
越

え
て
開
城
入
り
を
し
た
。
何
か
手
の
平
を
返
し
た
よ
う
な
姑
息

な
気
が
し
た
。
米
兵
の
行
動
、
住
民
の
態
度
、
何
か
静
か
で
落

ち
着
き
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
周
辺
の
様
子
を
知
る
た
め
に
あ
る

日
本
人
宅
に
身
を
寄
せ
た
。
こ
の
と
き
、
食
事
も
腹
い
っ
ぱ
い

ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
。
米
軍
下
の
話
を
聞
く
と
、
本
当
に
あ
り

が
た
く
感
じ
た
。
今
ま
で
は
同
じ
朝
鮮
で
あ
り
な
が
ら
ソ
連
軍

は
こ
わ
か
っ
た
。

こ
れ
で
や
っ
と
大
手
を
振
っ
て
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

【
執
筆
者
の
紹
介
】

小
野
萬
太
郎
さ
ん
は
、
愛
■
県
新
居
郡
金
子
村
字
原
で
、
農

業
、
父
小
野
重
吉
氏
、
母
ヨ
シ
ノ
さ
ん
の
九
人
の
子
供
の
次
男

と
し
て
、
大
正
二
年
十
一
月
一
日
に
生
ま
れ
た
。
今
年
で
八
十

八
歳
に
な
ら
れ
る
。

高
等
小
学
校
を
出
て
人
絹
会
社
に
勤
め
て
い
た
が
、
若
い
と

き
か
ら
自
動
車
の
運
転
手
を
志
し
て
い
た
の
で
、
昭
和
九
年
退

社
し
て
市
内
の
運
送
会
社
に
入
っ
た
。
苦
労
し
て
貯
め
た
預
金

を
持
っ
て
昭
和
十
一
年
、
徳
島
県
自
動
車
学
校
に
入
り
、
一
回

の
受
験
料
五
円
を
払
い
試
験
を
受
け
た
が
三
回
駄
目
で
、
昭
和

十
二
年
八
月
に
四
度
目
の
試
験
で
苦
労
の
末
、
大
型
免
許
証
を

入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
き
は
鬼
の
首
を
取
っ
た
よ
う
な
気

持
ち
で
あ
っ
た
。
そ
の
前
、
昭
和
八
年
五
月
十
二
日
に
徴
兵
検

査
を
受
け
て
甲
種
合
格
の
籤
逃
れ
で
昭
和
十
二
年
十
二
月
末
、

住
友
鉱
山
Ｋ
Ｋ
に
入
社
し
ま
し
た
が
、
昭
和
十
三
年
十
二
月
、

善
通
寺
第
十
一
師
団
輜
重
隊
に
入
隊
。
翌
十
四
年
四
月
除
隊
。

住
友
鉱
山
に
復
帰
。

昭
和
十
六
年
七
月
十
五
日
、
再
度
召
集
（
関
特
演
）

。
香
川

県
詫
間
港
よ
り
戦
艦
陸
奥
に
て
釜
山
港
、
朝
鮮
を
経
て
新
京
第

百
部
隊
着
。
虎
林
・
東
安
に
て
国
境
警
備
に
つ
く
も
、
小
野
さ

ん
は
兵
で
あ
り
な
が
ら
自
動
車
隊
の
責
任
者
と
し
て
運
転
技
術

を
兵
に
教
育
し
て
、
二
十
年
八
月
十
日
に
は
伍
長
と
な
り
、
終

戦
、
抑
留
と
な
り
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
に
到
着
し
た
八
月
三
十
日

ま
で
の
た
っ
た
四
日
間
の
強
制
抑
留
で
あ
っ
た
が
、
満
州
時
代



の
長
年
の
愛
車
ニ
ッ
サ
ン
１
８
０
型
ト
ラ
ッ
ク
に
て
ガ
ソ
リ
ン

ド
ラ
ム
缶
三
個
、
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
　
ド
ラ
ム
缶
一
個
、
米

四
〇
キ
ロ
カ
マ
ス
を
三
〇
袋
、
毛
布
百
枚
、
副
食
品
、
被
服
多

数
を
満
載
し
て
単
独
で
逃
亡
し
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
か
ら
コ
ル

フ
ォ
ー
ス
キ
、
ビ
キ
ン
、
フ
ィ
チ
ェ
フ
カ
、
エ
ン
タ
チ
ェ
フ

カ
、
イ
マ
ン
を
経
て
満
領
、
虎
頭
、
虎
林
、
東
安
、
鶏
寧
、
牡

丹
江
、
ハ
ル
ビ
ン
、
新
京
、
伊
通
、
朝
陽
鎮
、
通
化
、
明
石
、

興
亜
を
通
り
鴨
緑
江
を
泳
い
で
渡
り
、
北
朝
鮮
を
十
日
間
彷
裡

し
て
三
十
八
度
線
を
突
破
し
た
の
で
す
。

氏
の
強
靭
な
る
精
神
力
と
体
力
、
鋭
敏
な
頭
脳
な
れ
ば
こ

そ
、
二
十
日
間
の
脱
出
行
が
成
功
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

南
朝
鮮
へ
入
り
、
京
城
か
ら
故
郷
新
居
浜
市
ま
で
十
一
日
の

旅
程
で
た
ど
り
着
き
、
満
四
年
ぶ
り
に
て
お
父
さ
ん
や
家
族
と

再
会
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

帰
国
し
て
か
ら
住
友
鉱
山
に
再
び
復
職
し
ま
し
た
が
、
期
す

る
と
こ
ろ
あ
り
、
勤
続
二
十
年
目
の
昭
和
二
十
九
年
に
円
満
退

職
し
て
、
念
願
の
「
タ
ク
シ
ー
会
社
」
の
経
営
者
と
し
て
ス

タ
ー
ト
を
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
も
こ
れ
も
、
シ
ベ
リ
ア
脱
出

と
タ
ク
シ
ー
会
社
設
立
は
、
俗
に
『
芸
は
身
を
助
け
る
』
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
『
芸
は
道
に
よ
っ
て
賢

し
』
に
よ
り
、
関
東
軍
の
四
年
の
軍
隊
生
活
も
、
四
ヵ
月
の
臨

時
召
集
も
、
教
え
ら
れ
る
方
で
な
く
、
二
百
人
の
運
転
者
を
育

て
上
げ
た
力
量
は
、
長
い
軍
隊
で
「
ビ
ン
タ
」
を
受
け
た
経
験

が
な
か
っ
た
と
い
う
笑
い
話
で
も
あ
り
ま
す
。

タ
ク
シ
ー
会
社
の
経
営
も
順
調
で
、
若
い
人
の
結
婚
の
媒
酌

も
御
夫
婦
で
六
組
も
、
ま
た
教
育
方
面
に
て
新
居
浜
市
内
に
新

し
い
高
校
新
設
の
御
努
力
を
、
氏
神
宗
像
神
社
の
顧
問
と
し

て
、
陸
運
業
の
面
に
て
は
県
警
本
部
長
よ
り
、
県
安
全
協
会
長

よ
り
、
農
協
に
、
町
内
会
に
、
部
落
に
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
貢

献
さ
れ
た
御
努
力
に
対
し
て
各
方
面
か
ら
の
感
謝
状
、
表
彰

状
、
ま
た
地
域
振
興
功
労
者
と
し
て
、
県
知
事
さ
ん
、
市
長

さ
ん
か
ら
も
表
彰
状
を
受
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

愛
■
支
部
の
会
員
と
し
て
熱
心
に
御
協
力
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

（
愛
■
県
　
山
本
繁
夫
）




